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□05江東区文化財保護強調月間
○民俗芸能大会
○旧大石家住宅特別公開
○文化財講演会
○時雨忌（芭蕉忌）講演会
○伝統工芸展
○江東区教育委員会・深川江戸資料館合同企画展

☆こうとう名所めぐり―花見・
お詣り・出開帳―

○中川船番所資料館特別企画展

☆中川がうみだしたもの
◎江東歴史紀行
「江東の農業―亀戸村の農業を中心に―」

◆17年度区外史料調査速報
◆ココにも歴史があった

’05 江東区文化財保護強調月間�

江
東
区
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
数
々
を
公

開
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
区
の
歴
史
や
産
業
、

文
化
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。

木
場

き

ば

の
角
乗

か
く
の
り

江
戸
時
代
に
木
場
の
筏
い
か
だ

師し

（
川
並
か
わ
な
み

）
が
水
に
浮
か
べ
た
材
木
を
、
鳶
口
ひ

と
つ
で
乗
り
こ
な
し
、
筏
を
組
む
仕
事
の
余

技
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
数
々
の
技
術
が
加

わ
り
芸
能
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

木
場

き

ば

の
木き

遣や
り

川
並
衆
が
材
木
を
操
る
と

き
に
互
い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
に
歌
わ
れ

た
労
働
歌
で
す
。
木
遣
と
と
も
に
大
数
珠
を

繰
っ
て
念
仏
を
唱
え
る
木き

遣や
り

念
仏
ね
ん
ぶ
つ

は
、
た
い

へ
ん
珍
し
い
も
の
で
す
。

砂
村

す
な
む
ら

囃
子

ば
や
し

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香

取
明
神
社
（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官

が
農
民
に
教
え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お

囃
子
で
す
。
大
太
鼓
１
、
締
太
鼓
２
、
篠
笛

１
、
鉦
１
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

富
岡
八
幡

と
み
お
か
は
ち
ま
ん

の
手
古

て

こ

舞ま
い

富
岡
八
幡
宮
の
大

祭
で
神
輿
み
こ
し

の
先
頭
に
立
ち
、
木
遣
を
唄
い
な

が
ら
練
り
歩
き
ま
す
。
男
お
と
こ

髷ま
げ

に
裁
着
た
っ
つ
け

袴
ば
か
ま

と

い
う
い
で
た
ち
で
祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

深
川

ふ
か
が
わ

の
力

ち
か
ら

持も
ち

江
戸
時
代
か
ら
の
倉
庫
地

帯
で
あ
っ
た
佐
賀
辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な

ど
の
運
搬
か
ら
発
生
し
ま
し
た
。
種
々
の
力

自
慢
が
加
わ
り
、
し
だ
い
に
芸
能
化
し
て
い

き
ま
し
た
。

今
年
も
ま
も
な
く
文
化
財
保

護
強
調
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
１０
月
１６
日
（
日
）
の

区
民
ま
つ
り
で
開
催
さ
れ
る
民

俗
芸
能
大
会
を
皮
切
り
に
、
旧

大
石
家
住
宅
の
特
別
公
開
・
伝

統
工
芸
展
・
文
化
財
講
演
会
と

お
な
じ
み
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が

続
き
ま
す
。
そ
し
て
４
年
ぶ
り

に
深
川
江
戸
資
料
館
と
の
合
同

で
開
催
さ
れ
る
企
画
展
が
月
間

の
ト
リ
を
飾
り
ま
す
。

こ
の
他
、
芭
蕉
記
念
館
で

は
芭
蕉
の
命
日
に
ち
な
み
時

雨
忌
講
演
会
を
、
中
川
船
番

所
資
料
館
で
は
特
別
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
ま
さ
に
江

東
区
の
“歴
史
と
文
化
を
考
え

る
”に
は
最
適
な
秋
が
始
ま
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

歌川広重画「東都名所永代橋深川新地」 国立国会図書館所蔵



旧
大
石
家
住
宅
は
、
１
５
０
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
た
区
内
最
古
の
茅
葺
民
家
で
す
。

普
段
の
公
開
日
は
土
・
日
・
祝
日
で
す
が
、

文
化
財
保
護
強

調
月
間
の
期
間

に
限
り
、
平
日

も
公
開
い
た
し

ま
す
。

旧
大
石
家
住

宅
で
は
、
平
日

は
友
の
会
会
員

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
公
開
期
間
中
の
平
日
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
ご
案
内
し
ま
す
。
昔
の
暮
ら
し
を

伝
え
る
民
家
で
、
囲
炉
裏
を
か
こ
み
な
が
ら
、

四
方
山
話
に
花
を
咲
か
せ
る
の
も
一
興
で
す
。

場
所

旧
大
石
家
住
宅
（
南
砂
５
―
２４
地
先
仙

台
堀
川
公
園
内
ふ
れ
あ
い
の
森
）

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

※
２１
日（
金
）に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
を

対
象
と
し
た
お
話
会
を
開
催
し
ま
す
。（
お
話

会
は
要
申
込
み
）

問
合

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

戦
後
、
都
市
部
で
は
住
む
人
々
の
日
常
の

生
活
や
慣
習
、
地
域
の
様
子
が
大
き
く
変
化

し
、
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
回
の
講
演
は
、
江
東
区
が
昭
和
５８
年

か
ら
平
成
８
年
ま
で
行
っ
た
聞
き
取
り
に
よ

る
民
俗
調
査
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
ま
じ
え

て
、
民
俗
と
は
何
か
、
民
俗
学
で
何
が
わ
か
る

の
か
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演
題
『「
民
俗
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

―
「
民
俗
」
の
発
見
と
「
民
俗
文
化

財
」
の
誕
生
―
』

講
師

中
村
ひ
ろ
子
（
江
東
区
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
）

時
間

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

場
所

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

（
東
陽
２
―
３
―
６
）

定
員

８０
名
（
先
着
順
）

締
切

１０
月
２４
日
（
月
）

申
込

電
話
で
文
化
財
係
へ

芭
蕉
記
念
館
で
は
、
１０
月
１２
日
の
芭
蕉
の

命
日
に
ち
な
み
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１０
月
９
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

演
題

「
芭
蕉
の
言
葉
に
学
ぶ
創
作
法
」

講
師

大
輪
靖
宏
（
上
智
大
学
教
授
）

定
員

８０
名
（
先
着
順
）

申
込

記
念
館
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

2

【
午
前
１１
時
〜
１２
時
３０
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
角
乗
」
木
場
角
乗
保
存
会

【
午
後
１
時
〜
３
時
５０
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
木
遣
」
木
場
木
遣
保
存
会

江
東
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
木
遣
念
仏
」
木
場
木
遣
保
存
会

江
東
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
砂
村
囃
子
」
砂
村
囃
子
睦
会

江
東
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

「
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
」

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
深
川
の
力
持
」
深
川
力
持
睦
会
　

【
会
場
】
都
立
木
場
公
園
（
木
場
４
丁
目
）

入
口
広
場
・
ふ
れ
あ
い
広
場

森
下�

清
澄
白
河�

菊
川�

住
吉�

大
島�

丸
八
通
り�

旧
大
石
家
住
宅�

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー�

芭
蕉
記
念
館�

深
川
江
戸
資
料
館�

明
治
通
り�

四
つ
目
通
り�

三
つ
目
通
り�

清
澄
通
り�

門
前
仲
町�

木
場�

東
陽
町�

南
砂
町�

西
大
島�

錦糸町� 亀戸�

清洲橋通り�

新大橋通り�

葛西橋通り�

永代通り�

木場公園� 江東区役所�

教育センター�

各会場案内図�

問合・申込先�

生涯学習課文化財係�
住所　〒135-8383　江東区東陽4-11-28�
13647-9819（直通）�

昨年の様子

時
雨
忌（
芭
蕉
忌
）講
演
会�

強
調
月
間
協
賛
事
業�

受
講
無
料�

木場の角乗

深川の力持
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実
演
公
開

期
間
中
、
伝
統
工
芸
品
が
で
き
る
ま
で
の

工
程
を
実
際
に
見
学
で
き
る
実
演
を
公
開
し

ま
す
。
日
ご
ろ
あ
ま
り
見
る
機
会
の
な
い
職

人
さ
ん
の
技
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
伝
統
工
芸
作
品
を
見
て
、
職
人
技
に
触

れ
て
、
ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
実
演
公
開
の
日
程
は
下
記
の

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

職
人
教
室
（
技
の
体
験
）

職
人
さ
ん
の
指
導
で
、
技
術
の
体
験
が
で

き
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

コ
ツ
や
感
覚
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

当
日
、
会
場
２
階
受
付
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
職
人
教
室
開
始
の
３０
分
前
よ
り

先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。
な
お
、
教
材
費
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

期
間
中
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ

ー
で
、
伝
統
工
芸
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
江
東
区
伝
統
工
芸

保
存
会
の
主
催
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
職
人

さ
ん
た
ち
が
販
売
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
見
所
な
ど
伺
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
御

覧
く
だ
さ
い
。

江
東
区
の
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
に
認
定
さ
れ
て
い
る
職
人
さ
ん
た
ち
の
作
品

を
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。
期
間
中
に
は
伝
統
工
芸
技
術
の
実
演
公
開
、
気
軽
に
技
の
体
験

が
で
き
る
職
人
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

江
東
区
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
は
、
本
区
が
江
戸
時
代
か
ら
首
都
の
消
費
生
活
を
支
え
、

発
展
し
て
き
た
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
伝
統
工
芸
品
や
技
の
実
演
を
通
し

て
、
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会
場

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

昨年の様子

職人教室（指物）

職人の仕事場模型（桶製作）

※　　　　は職人教室（技の体験）です。�

当日、各回開始の30分前より先着順で受付ます。教材費がかかりますのでご注意ください�

伝統工芸技術の実演公開日程�
①平日実演日程�

②実演・職人教室（体験）日程�

１０月３１日（月）�
�

１１月  １日（火）�

１１月 ２日（水）�

１０月２９日（土）�

１０月３０日（日）�

１１月３日（木・祝）�

９：３０～１１：３０� １３：３０～１５：３０�

１０：００～１２：００� １３：３０～１５：３０�

日� 時�

日� 時�

仕舞袴製作 杉浦武雄�

※帯の芯入れの実演�

江戸切子 須田富雄�

木工（襖榾・椽） 鈴木延坦�

木工（指物） 山田一彦�

費：1000円 定員：15名�

木工（襖榾・椽） 鈴木延坦�

木工（彫刻） 渡辺美壽雄�

江戸切子 小林英夫�

費：200円　 定員：9名�

※3人ごと40分交代�

刀剣研磨 臼木良彦�

木工（彫刻） 岸本忠雄�

費：1000円 定員：10名�

簾製作 豊田　勇�

費：500円 定員：4名�

裁着袴製作 富永　皓�

木工（桶） 川又栄一�

べっ甲細工 磯貝　實�

費：1500円 定員：10名�

象牙細工 前田賢次�

手描友禅 和田宣明�

染織（更紗染） 更浜�

費：2000円 定員：7名�

建具（組子細工） 木全章二�

費：1000円 定員：20名�

木工（指物） 山田一彦
�

�

木工（彫刻） 岸本忠雄�
�

刀剣研磨 臼木良彦�

紋章上絵 石合信也�

表具 岩崎清二�
�

縫紋 天野一政�

庖丁製作 吉實庖丁店�

昼休�

昼休�
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名
所
（
な
ど
こ
ろ
）
と
は
本
来
、
和
歌
に

詠
ま
れ
た
土
地
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
転
じ
て
、

人
々
が
集
ま
る
名
だ
た
る
場
所
を
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
名
所
は
、
単

な
る
娯
楽
の
場
所
で
は
な
く
、
信
仰
な
ど
と

も
密
接
に
か
ら
み
合
っ
た
場
所
で
し
た
。

一
、
名
所
を
知
る

江
戸
の
町
人
に
よ
っ
て
江
戸
の
名
所
案
内

が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
現
在
の
江

東
区
域
が
、
庶
民
が
集
住
す
る
深
川
の
町
々

と
、
竪
川
や
小
名
木
川
な
ど
の
運
河
が
走
る

近
郊
農
村
か
ら
成
り
立
っ
た
時
期
で
し
た
。

江
戸
・
東
京
市
中
か
ら
隅
田
川
を
隔
て
、
日

帰
り
で
帰
っ
て
来
れ
る
新
開
の
土
地
に
人
々

の
目
は
注
が
れ
ま
し
た
。

二
、
名
所
を
描
く

錦
に
し
き

絵
や
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
江
東
地

域
の
名
所
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
と
『
ふ
る
さ
と
帰
り
の
江
戸
噺ば
な
し
』
な

ど
の
地
誌
と
比
較
す
る
こ
と
で
江
東
の
名
所

を
探
り
ま
す
。

三
、
寺
町
に
行
く

―
深
川
寺
町
の
年
中
行
事
―

霊
巖
寺
と
そ
の
塔た
っ

頭
ち
ゅ
う

・
学
寮
が
集
中
す
る

深
川
寺
町
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
霊
巖
寺
境
内
に
あ
っ
て
江
戸
の

出
入
口
に
置
か
れ
た
江
戸
六
地
蔵
、
そ
し
て

参
詣
客
を
呼
ん
だ
寺
々
の
信
仰
行
事
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

四
、
出
開
帳
に
行
く

―
富
岡
八
幡
宮
と
三
十
三
間
堂
―

寺
社
に
お
詣
り
し
た
人
々
は
精
し
ょ
う

進じ
ん

落
と
し

て
、
平
清
ひ
ら
せ
い

・
二
軒
茶
屋
な
ど
の
名
店
や
三
十

三
間
堂
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
所

で
は
寺
社
の
出で

開か
い

帳
ち
ょ
う
が
興
行
さ
れ
、
永
代
寺

な
ど
は
開
帳
の
半
常
設
会
場
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
江
東
随
一
の
盛
り
場
を
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
水
辺
に
行
く
―
洲
崎
弁
天
と
木
場
―

江
東
は
運
河
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
海
浜
も

近
か
っ
た
た
め
、
水

辺
の
名
所
が
豊
富
に

存
在
し
ま
し
た
。
特

に
洲
崎
は
日
の
出
・

日
の
入
り
が
水
平
線

上
に
き
れ
い
に
眺
め

ら
れ
る
た
め
、
初
日

の
出
の
名
所
と
さ
れ

ま
し
た
。

六
、
樹
木
の
名
所
と
花
め
ぐ
り
―
亀
戸
―

亀
戸
は
、
特
に
植
物
の
名
所
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
。
亀
戸
天
神
の
藤
、
龍
眼
寺
の
萩

は
現
在
で
も
数
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い

ま
す
が
、
ほ
か
に
も
梅
屋
敷
な
ど
も
あ
り
、

樹
木
・
花
で
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

七
、
田
園
風
景
を
行
く
―
大
島
・
砂
村
―

田
園
の
な
か
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ぶ
羅
漢

寺
さ
ざ
ゐ
堂
な
ど
、
大
島
・
砂
村
地
域
の
名

所
は
自
然
や
緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

な
名
所
ば
か
り
で
す
。
都
市
近
郊
農
村
を
抱

え
る
江
東
区
な
ら
で
は
の
風
景
が
そ
こ
に
は

あ
り
ま
し
た
。

八
、
レ
ジ
ャ
ー
に
行
く

明
治
に
な
っ
て
江
東
の
名
所
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
深
川
不
動
が
成
立

し
、
日
本
初
の
公
園
・
深
川
公
園
が
開
園
さ

れ
、
砂
町
に
は
海
水
浴
場
が
経
営
さ
れ
ま
す
。

近
代
レ
ジ
ャ
ー
と
は
信
仰
と
娯
楽
が
切
り
離

さ
れ
た
も
の
と
言
え
ま
す
が
、
江
戸
名
所
と

の
連
続
性
も
う
か
が
え
る
よ
う
で
す
。
明
治

期
の
名
所
案
内
や
区
民
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
民
俗
資
料
を
通
し
て
、
近
代
に
お
け
る
江

東
の
名
所
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊

主
な
展
示
資
料
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会

や
深
川
図
書
館
な
ど
区
内
の
諸
機
関
が
所
蔵

し
て
い
る
錦
絵
が
た
く
さ
ん
出
展
さ
れ
ま
す
。

お
住
ま
い
の
そ
ば
に
あ
る
名
所
に
つ
い
て
、

江
戸
以
来
の
由
来
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

た
だ
し
、
１４
日
（
月
）
は
休
館
日
。

場
所

深
川
江
戸
資
料
館

（
白
河
１
―
３
―
２８
）
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

費
用

無
料
（
資
料
館
の
通
常
展
示
の
見
学
に

は
別
途
観
覧
料
が
必
要
）

歌川広重「深川三十三間堂」
『名所江戸百景』

歌川広重「洲崎弁才天境内全図」
『東部名所』

江
東
区
に
は
江
戸
情
緒
を
色
濃
く
残
す
深
川
の
寺
町
や
藤
の
名
所
と
さ
れ
る
亀
戸
天
神
な
ど

た
く
さ
ん
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
名
所
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
信
仰
や
娯
楽
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
っ
て
き
た
江
東
の
名
所

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

【
関
連
企
画
】

①
記
念
講
演
会

さ
ら
に
深
く
知
り
た
い
方
の
た
め
に
。

日
　
時

１１
月
１８
日
（
金
）
午
後
６
時
３０
分
〜

場
　
所

深
川
江
戸
資
料
館
　
２
階
小
劇
場

演
　
題

「
江
戸
名
所
の
し
か
け
人
―
広
重
と
月
岑
―
」

講
　
師

小
澤
　
弘
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
都
市

歴
史
研
究
室
教
授
）

募
　
集

２
０
０
人
（
先
着
順
）、
費
　
用

無
料

申
　
込

１０
月
２１
日
（
金
）よ
り
電
話
に
て
文
化
財
係
ま
で
。

②
歴
史
さ
ん
ぽ
「『
江
戸
名
所
図
会
』
深
川
を
歩
く
」

企
画
展
を
見
学
し
た
あ
と
、
近
所
の
名
所
を
尋
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

１１
月
１９
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

コ
ー
ス

深
川
江
戸
資
料
館
〜
洲
崎
神
社

募
　
集

６０
人
（
抽
選
）、
費
　
用

無
料

講
　
師

江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員

締
　
切

１０
月
３１
日
（
月
）（
必
着
）

申
　
込

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
文
化
財
係
「
歴
史
さ

ん
ぽ
」
担
当
ま
で
。

※
雨
天
時
は
企
画
展
の
解
説
の
み
。
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中
川
の
歴
史
を
た
ど
る

中
川
が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
に
つ
い
て
地

図
や
写
真
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

江
戸
時
代
の
河
川
改
修
だ
け
で
は
な
く
、
明

治
以
降
に
入
っ
て
も
荒
川
放
水
路
、
中
川
、

新
中
川
の
開
削
に
よ
っ
て
、
そ
の
景
観
は
変

貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

一
方
、
近
代
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
木
下

川
水
門
よ
り
下
流
は
旧
中
川
と
な
り
ま
し
た

が
、
工
場
や
生
活
排
水
な
ど
の
影
響
で
水
質

汚
染
が
進
み
、
一
時
は
埋
め
立
て
の
計
画
が

上
が
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
大
島
・
小
松
川
公
園
や
荒
川
ロ
ッ
ク
ゲ
ー

ト
が
建
設
さ
れ
、
新
た
な
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
移
り
変

わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

中
川
が
う
み
だ
し
た
も
の

こ
こ
で
は
、
中
川
流
域
で
生
み
出
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
中
川

低
地
は
江
戸
近
郊
の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
質

の
高
い
米
穀
が
江
戸
な
ど
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
草
加
や
越
谷
の
せ
ん
べ
い
、
八
潮
の

白
玉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
米
穀
加
工
品
も
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
越
谷

周
辺
で
生
産
さ
れ
た
太
郎
兵
衛
糯
は
、
戦
前
期

に
か
け
て
高
い
品

質
を
誇
っ
た
糯
米

で
す
。
現
在
で
は
、

種
の
保
存
を
行
う

分
の
み
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
明
治
期

以
降
、
日
本
の
近
代
化
に
と
も
な
っ
て
東
京

に
比
較
的
近
い
中
川
流
域
は
工
業
化
し
て
い

き
ま
す
。
明
治
の
近
代
化
を
象
徴
す
る
工
業

製
品
レ
ン
ガ
は
葛
飾
や
八
潮
な
ど
で
生
産
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
の
伝
統
産
業
で
あ

る
浴
衣
地
の
染
色
、
随
筆
に
も
描
か
れ
た
松

伏
・
越
谷
の
桃
な
ど
と
い
っ
た
も
の
も
取
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

江
戸
・
東
京
近
郊
の
釣
り
場
　
中
川
流
域

『
江
戸
名
所
図
会
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

中
川
釣
鱚
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
川
は

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
手
軽
な
釣
り

場
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

最
初
の
釣
り
指
南
書
と
呼
ば
れ
る
津
軽
采
女

の
『
何
羨
録
』
に
も
中
川
の
鱚
釣
り
の
ポ
イ

ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
は
幸
田
露
伴
や
石
井

研
堂
と
い
っ
た
人
々
が
中
川
の
釣
り
を
紹
介

し
、
大
正
時
代
以
降
に
発
行
さ
れ
た
釣
り
雑

誌
に
も
中
川
の
釣
り
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
戦
後
に
な
っ
て
水
質
汚
濁
な
ど
に
よ
っ

て
一
時
期
中
川
の
釣
り
は
衰
退
し
ま
す
が
、

現
在
で
は
再
び
釣
り
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
中
川
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
釣
り
を
取
り
上
げ
、
釣
り
文
化

に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

亀
井
鳴
瀬
と
葛
飾
俳
団

〜
一
俳
人
の
な
が
め
た
中
川
・
荒
川
放
水
路
〜

亀
井
鳴
瀬
は
西
小
松
川
の
香
取
神
社
の
神

主
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た
俳
人

で
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
の
ど
か
な
田
園
風

景
で
あ
っ
た
「
葛
飾
」
の
風
物
を
守
る
べ
く
、

周
辺
の
俳
人
た
ち
と
と
も
に
葛
飾
俳
団
と
い

う
俳
句
結
社
を
作
る
と
と
も
に
、
葛
飾
の
良

さ
を
俳
句
や
随
筆
に
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
昔
な
が
ら
の
中
川
流
域
の
風

景
を
愛
し
た
亀
井
鳴
瀬
を
取
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
同
時
期
に
活
躍
し
た
近
代
俳
句
の
巨

人
石
田
波
郷
の
写
し
た
風
景
な
ど
も
展
示
し
、

昔
な
が
ら
の
中
川
流
域
で
あ
る
「
葛
飾
」
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
龍
澤
　
潤
）

太郎兵衛糯

石井研堂著
『釣遊秘術釣師気質』当館蔵

本
来
は
自
然
河
川
で
あ
る
中
川
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の
関
東
河
川
の
大
規
模
改
修
な
ど
を
経
て
、

現
在
は
埼
玉
県
羽
生
市
を
取
り
入
れ
口
と
し
、
江
東
区
南
砂
付
近
で
江
戸
湾
に
注
ぐ
河
川
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
流
域
は
中
川
低
地
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
江
戸
近
郊
随
一
の
穀
倉
地
帯
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
期
に
入
り
、
荒
川
放
水
路
の
開

削
に
よ
っ
て
、
中
川
は
旧
中
川
・
中
川
・
新
中
川
と
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

中
川
や
綾
瀬
川
な
ど
、
多
く
の
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
中
川
低
地
は
、
江
戸
近
郊
で
あ
る

と
い
う
地
理
的
要
因
も
伴
っ
て
、
農
・
工
業
製
品
が
数
多
く
生
産
さ
れ
、
江
戸
へ
と
運
ば
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
川
あ
た
り
ま
で
は
海
水
が
混
じ
っ
て
い
る
中
川
は
淡
・
海
水
魚
の
宝
庫
で

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
別
企
画
展
で
は
今
や
「
地
味
な
川
」
と
な
っ
た
中
川
を
と
り
あ
げ
ま

す
。
特
に
「
中
川
が
う
み
だ
し
た
も
の
」
に
着
目
し
、
歴
史
的
な
う
つ
り
か
わ
り
を
踏
ま
え
つ
つ

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）�

休
館
日
　
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
お
よ
び
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）�

観
覧
料
　
大
人
２
０
０
円（
団
体
１
５
０
円
）小
中
学
生
５０
円（
団
体
３０
円
）※
団
体
は
２０
名
以
上
�

交
　
　
通
　
都
営
地
下
鉄
新
宿
線
東
大
島
駅
下
車
　
徒
歩
５
分
�

問
合
せ
　
1
０
３（
３
６
３
６
）９
０
９
１
�

中
川
船
番
所
資
料
館
�
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江
戸
東
京
近
郊
の
野
菜
の
名
産
地

江
東
区
域
は
人
口
の
密
集
地
で
あ
る
江
戸

（
東
京
）
の
中
心
地
に
近
く
、
腐
食
し
や
す
い

野
菜
を
新
鮮
な
ま
ま
町
の
人
々
に
届
け
ら
れ

る
距
離
に
あ
る
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、

蔬そ

菜さ
い

（
野
菜
）
の
栽
培
が
盛
ん
で
し
た
。
特

に
砂
村
な
ど
、
現
在
の
江
東
区
の
東
側
に
あ

た
る
地
域
は
農
村
地
帯
で
あ
り
、
こ
の
地
域

で
と
れ
る
南
瓜
・
胡
瓜
な
ど
が
江
戸
の
町
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
砂
村
産
の

野
菜
は
今
で
言
う
ブ
ラ
ン
ド
品
の
よ
う
な
扱

い
で
、
川
柳
や
落
語
な
ど
で
も
「
砂
村
」
は

野
菜
の
産
地
と
し
て
連
想
さ
れ
る
地
名
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
江
東
区
域
の
農
村
の
様
子
や
農
業
の
実
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は
あ
ま
り
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
、
江

戸
時
代
の
史
料
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
亀

戸
村
を
中
心
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
の
江

東
の
農
業
の
様
子
を
見
て
い
き
ま
す
。

「
書
上
帳
」
に
見
る
江
戸
時
代
の
亀
戸
村

江
戸
時
代
に
お
け
る
江
東
区
域
の
農
業
の

一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
一
つ
に

「
隅
田
須
崎
寺
嶋
亀
戸
邑
々
書
上
帳
」（
以
下

「
書
上
帳
」
と
記
す
）
の
写
本
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
史
料
は
白
髭
し
ら
ひ
げ

神
社
（
墨
田
区
東
向
島
）

所
蔵
の
も
の
で
、
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）

の
亀
戸
村
他
３
ヵ
村
の
村
役
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
村
の
概
況
を
記
し
て
領
主
に
提
出
し
た

も
の
で
す
。
昭
和
時
代
に
写
さ
れ
た
も
の
で

原
本
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
「
書
上
帳
」
の
よ
う
な
史
料
は
、「
村

明
細
帳
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
一
般
的
に
、

税
な
ど
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
村
の
苦
し

い
状
況
を
強
調
し
て
記
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
の
史
料
が
当
時
の
状
況
を
あ
り

の
ま
ま
に
記
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で

す
が
、
当
時
の
村
の
全
体
像
を
伺
う
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
記
録
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

表
１
は
、「
書
上
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
項
目

の
中
で
も
一
部
を
取
り
上
げ
、
亀
戸
村
と
他

の
村
を
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
表
に
し
た
も

の
で
す
。

隅
田
村
・
須
崎
村
・
寺
嶋
村
は
現
在
の
墨

田
区
内
に
あ
っ
た
村
で
す
。
そ
の
他
の
村
と

亀
戸
村
の
違
い
を
見
て
み
る
と
、
次
の
２
つ

の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

○
他
村
に
比
べ
て
五
穀
の
他
の
作
物
の
種
類

が
多
い
。

○
耕
作
地
の
面
積
（
反
別
）
の
割
合
が
、
他
村

は
畑
よ
り
田
の
面
積
の
方
が
広
い
が
、
亀

戸
村
は
田
と
畑
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
。

こ
の
理
由
は
、
同
じ
「
書
上
帳
」
の
中
に
あ

る
他
の
記
述
で
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
村

の
用
水
や
水
害
旱
魃
か
ん
ば
つ

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文

に
は
、
亀
戸
村
は
溜
池
や
用
水
の
な
い
「
天

水
場
」
で
あ
り
、
四
方
に
川
を
廻
ら
し
て
い

る
の
で
何
度
か
洪
水
に
襲
わ
れ
る
一
方
、
土

地
は
低
い
が
や
は
り
「
天
水
場
」
で
あ
る
た

め
に
旱
魃
に
も
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
る
、
と

あ
り
ま
す
。
天
水
場
と
い
う
の
は
一
般
的
に

雨
水
を
溜
め
て
お
く
場
と
解
釈
さ
れ
ま
す
が
、

「
溜
池
」
は
無
い
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
溜

池
と
い
え
る
程
で
は
な
い
小
規
模
の
池
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
記
述
か
ら
、
亀
戸
村
で
は
稲
作
に
必

要
な
水
が
確
保
し
に
く
い
土
地
性
ゆ
え
に
、

畑
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
性

質
を
持
つ
多
く
の
品
種
の
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
ん
な
気
候
の
時
に
も
で
き

る
だ
け
作
物
が
全
滅
し
な
い
よ
う
備
え
て
い

た
と
も
推
測
で
き
ま
す
。

明
治
時
代
初
期
の
江
東
の
農
業

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
東
京
府
が
調

査
・
編
集
し
た
『
東
京
府
志
料
』
で
も
亀
戸

村
の
産
物
を
詳
細
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
亀
戸
村
で
は
「
米
」「
大
麦
」

「
大
豆
」「
京
菜
」「
細
根
大
根
」「
胡
瓜
」「
茄

子
」「
白
瓜
」「
冬
瓜
」「
枝
豆
」「
漬
菜
」「
梅

干
」
な
ど
、
江
戸
時
代
の
史
料
で
も
見
ら
れ

た
物
だ
け
で
な
く
、
他
の
作
物
も
見
ら
れ
ま

す
。こ

の
史
料
で
は
江
東
区
内
の
他
の
村
々
の

産
物
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
亀
戸
村
な
ど
現
在
の
江
東
区
内
に

あ
た
る
村
々
の
産
物
を
見
て
い
く
と
、
地
域

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

江
東
歴
史
紀
行�

隅　田　村� 須　崎　村� 寺　嶋　村� 亀　戸　村�

反別� ７３１反６１１�

５９７反３０６�

１３４反３０５�

２３４反１２３�

１３６反３１５�

９７反８０８�

１２９８反３１４�

９９８反３０４�

３００反０１０�

１８７７反５１５�

８９６反５２０�

９８０反９２５�

五穀の他

の作物�

茄子・ささげ・唐茄

子・菜�

菜・大根・瓜・茄子・

ささげ�

瓜・茄子・ささげ・菜�菜・大根・葱・ちさ・

ほうれん草・茄子・さ

さげ・いんげん・白

瓜・胡瓜・丸漬瓜・

冬瓜・唐茄子・唐も

ろこし・ずいき・なた

豆・しゅんぎく・枝豆�

表１�



写
真
に
あ
る
「
砂
村
節
成
キ
ュ
ウ
リ
」

「
砂
村
丸
茄
子
」「
亀
戸
大
根
」
の
う

ち
、
現
在
残
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る

品
種
は
亀
戸
大
根
の
み
で
す
。
（
写

真
の
画
は
全
て
東
京
都
農
林
総
合

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

近
年
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
都

市
化
し
た
江
東
区
の
風
景
か
ら
は
、

か
つ
て
そ
こ
に
農
地
が
広
が
っ
て
い

た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
・
東
京

近
郊
に
お
け
る
有
数
の
野
菜
の
産
地

だ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
江
東

区
域
の
中
に
も
、
か
つ
て
は
農
地
が
広
が
る
農

村
が
多
く
あ
り
、
野
菜
の
名
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
も
あ
っ
た
の
で
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館
　
早
田
美
智
代
）
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わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
農
産
物
の

生
産
量
を
比
べ
て
み
る
と
、
小
名
木
川
よ
り

北
側
の
村
で
は
米
の
生
産
量
が
そ
の
他
農
産

物
の
生
産
量
を
上
回
っ
て
い
る
村
が
多
く
、

逆
に
南
側
の
村
々
は
米
の
生
産
量
よ
り
も
他

の
農
産
物
の
生
産
量
の
方
が
上
回
っ
て
い
る

村
が
多
い
の
で
す
。

江
東
区
域
の
農
村
の
特
質

江
戸
時
代
の
史
料
で
は
亀
戸
村
と
現
墨
田

区
に
存
在
す
る
村
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

明
治
時
代
初
期
の
史
料
で
は
、
亀
戸
村
と
江

東
区
内
の
他
の
地
域
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

以
上
の
比
較
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
ま
で
の
江
東
区
域
全
体
の
農
業
の

様
子
を
考
え
て
み
ま
す
。「
書
上
帳
」
に

お
い
て
は
亀
戸
村
は
同
じ
く
記
さ
れ
て
い

る
他
３
村
と
比
べ
る
と
、
畑
の
割
合
が
多

く
野
菜
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
が
、
そ
の

他
の
江
東
区
域
の
村
々
、
特
に
南
側
の

村
々
と
比
べ
る
と
、
逆
に
亀
戸
は
米
の
生

産
が
多
い
土
地
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
、
江
東
区
域
全
体
の
農
産
状

況
を
墨
田
区
な
ど
近
隣
の
他
の
区
域
と
比

較
す
る
と
、
米
よ
り
も
そ
の
他
野
菜
類
の

生
産
が
多
く
、
さ
ら
に
江
東
区
域
内
で
も

南
に
い
け
ば
い
く
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
顕
著

だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

明
治
時
代
以
後
の
江
東
の
農
業

明
治
時
代
の
末
期
に
な
る
と
、
江
東
区

域
で
も
工
業
化
が
進
み
、
土
地
も
次
第
に

工
場
や
町
に
変
わ
り
、
農
地
が
減
少
し
て
い

き
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
な
る
と
蓮
の
栽
培

で
収
益
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
農
地

も
増
え
ま
し
た
が
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）

の
水
害
、
同
１２
年
の
関
東
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
う
け
た
こ
と
を
期
に
、
急
速
に
江
東

区
域
で
の
農
業
は
衰
え
て
い
き
ま
し
た
。

描
か
れ
た
江
東
名
産
の
野
菜

こ
う
し
て
急
速
に
江
東
区
内
で
の
農
業
が

衰
え
た
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
江
東
区
域
内

の
村
の
名
産
と
な
っ
て
い
た
野
菜
で
も
今
で

は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
野
菜

茄子二種。右が砂村丸茄子

胡瓜五種。右端が砂村節成

の
一
部
は
『
細
密
画
』
と
し
て
東
京
都
農
林

総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
東
京
都
農
業
試
験
場
）

で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
絵
で
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
絵
は
明
治
３３
年
（
１
９
０

０
）
に
「
東
京
府
農
事
試
験
場
」
と
し
て
設

立
さ
れ
た
当
初
か

ら
昭
和
時
代
ま
で

継
続
し
て
描
か
れ

て
き
た
も
の
で
、

施
設
に
お
け
る
品

種
試
験
の
結
果
の

記
録
・
保
存
の
た

め
に
描
か
れ
て
き

た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

亀戸大根
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８
月
１
〜
３
日
に
福
岡
・
柳
川
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
目
的
は
観
光
！
で
は
な
く
、
史

料
調
査
の
た
め
で
す
。
江
東
区
は
た
び
重
な

る
震
災
・
戦
災
に
よ
り
、
史
料
（
紙
に
書
か

れ
た
古
文
書
類
）
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
ゆ
え
に
区
外
の
施
設
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
史
料
を
積
極
的
に
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
福
岡
県
立
図
書
館
、

九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
、
柳
川
古
文

書
館
な
ど
を
ま
わ
り
、
福
岡
藩
黒
田
家
、
柳

河
藩
立
花
家
関
係
の
文
書
を
調
査
し
ま
し
た
。

福
岡
藩
黒
田
家
は
現
在
、
清
澄
庭
園
が
あ

る
場
所
に
下
屋
敷
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
関

係
史
料
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
安

政
２
年
（
１
８
５
５
）
の
大
地
震
に
よ
る
被

災
図
な
ど
を
得
ま
し
た
。

一
方
、
柳
河
藩
立
花
家
の
文
書
の
中
に
は
、

江
戸
に
お
い
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
太
郎

稲
荷
神
社
（
亀
戸
天
祖
神
社
境
内
に
移
築
・

大
島
稲
荷
神
社
に
合
祀
）
に
関
す
る
史
料
や
、

立
花
家
の
家
臣
が
門
前
仲
町
の
料
理
屋
で
食

事
を
し
た
際
の
請
求
書
（
約
５
両
）、
羅
漢
寺

修
復
の
た
め
の
寄
進
を
城
東
地
域
に
屋
敷
を

構
え
る
大
名
に
触
れ
渡
し
た
廻
状
、
分
家
の

下
手
渡
藩
主
（
上
屋
敷
が
区
登
録
史
跡
）
か

ら
の
書
状
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。

こ
の
中
に
「
辻
番
帳
書
抜
」
と
い
う
史
料

が
あ
り
、
立
花
家
が
小
名
木
川
南
岸
の
道
に

設
け
ら
れ
た
辻
番
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
史
料
自
体
も

大
変
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
が
、
添
付
さ
れ

て
い
る
寛
保
３
年
（
１
７
４
３
）
の
絵
図

「辻番帳書抜」添付絵図（部分）柳川古文書館蔵

江
東
地

域
の
名
所

を
テ
ー
マ

に
し
た
合

同
企
画
展

が
も
う
す

ぐ
始
ま
り

ま
す
。
名

所
に
は
名

物
が
つ
き

も
の
で
、

そ
れ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
飲
食
店
も
ま

た
、
名
所
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
す
。
名
所
を
訪
れ
名
物
を
口
に
す
る
の

は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
楽
し
み
の
ひ
と

つ
と
い
え
ま
す
。

（
図
参
照
）
か
ら
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
絵
図
は
、
大
横
川
と
小
名
木
川

が
交
差
す
る
東
南
岸
（
現
在
の
扇
橋
１
・
２

丁
目
、
石
島
・
千
田
）
を
描
い
た
も
の
で
す

が
、
右
下
に
「
銭
座
」
と
い
う
記
載
が
見
え

ま
す
。
現
在
の
千
石
・
石
島
・
千
田
・
海

辺
・
扇
橋
一
帯
は
深
川
十
万
坪
と
い
う
江
戸

時
代
に
開
墾
さ
れ
た
広
大
な
土
地
で
、
こ
こ

に
銭
座
が
あ
り
ま
し
た
（
区
登
録
史
跡
「
十

万
坪
鋳
銭
場
跡
」）。『
葛
西
志
』
に
よ
れ
ば
、

享
保
１１
〜
１７
年
（
１
７
２
６
〜
３
２
）
に
か

け
て
寛
永
通
宝
が
製
造
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
十
万
坪
に
銭
座
が
あ
っ
た

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
場
所
が
特

定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
撮
影
し
た
史

料
に
よ
っ
て
、
銭
座
が
十
万
坪
の
北
側
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
区
外
史
料
調
査
で
は
思
い
が

け
な
い
事
実
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
あ
り
、

区
外
調
査
の
楽
し
み
の
１
つ
な
の
で
す
。

江
戸
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た

深
川
の
名
物
の
ひ
と
つ
に
う
な
ぎ
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
の
洒し
ゃ

落れ

本ぼ
ん

や
人
情
本
に
は
深

川
の
う
な
ぎ
屋
へ
行
く
と
い
う
場
面
が
た
び

た
び
登
場
し
ま
す
。
写
真
は
、「
深
川
八
幡

前
　
う
な
ぎ
宮
川
」の
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
で
す
。

裏
に
は
「
深
川
の
宮
川
に
来
て
は
む
う
な
ぎ

わ
が
老
い
ぬ
れ
ば
若
が
へ
り
な
む
」
と
い
う

斎
藤
茂
吉
の
短
歌
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
ひ
と
つ

で
、
昭
和
２０
年
代
中
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

マ
ッ
チ
が
暮
ら
し
の
必
需
品
だ
っ
た
こ

ろ
、
中
身
が
な
く
な
る
と
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
マ
ッ
チ
箱
に
、
商
店
や
企
業
は
意
匠
を
凝

ら
し
て
宣
伝
に
活
用
し
ま
し
た
。
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